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Midilooper は、MIDI メッセージ（ノート、ダイナミクス、その他のパラメーターに関するコントロー

ル情報）を、（オーディオルーパーがオーディオの⼀部をループするのと同じように）ループさせる事が

できる特別なデバイスです。MIDI メッセージのループにはコントロールを追加していく事も可能なた

め、さらに多くのプロセス（モジュレーション、エンベロープの調整など）を加えて、ループを次々と発

展させることができます。 

ループは最も直感的に、素早く⾳楽をクリエイトできる⼿法であるため、Midilooper のコントロールはス

トレスのないアクセスとコントロールにこだわっています。滑らかなワークフローで⼀連の操作ができる

よう⼯夫されています。 

Midilooper は、MIDI クロックまたはアナログクロックのいずれかに同期することも、独⾃のクロック

（タップテンポ/フリーランニング）で動作することもできます。 

また、Midilooper には 3 つのボイスがあり、それぞれを異なる MIDI チャンネルに割り当てることができ

るため、3 つの機材をコントロールしながら、ループを構築していく事が可能です。各ボイスは個別にレ

コーディング、ミュート、オーバーダビング、またはクリアできます。移調、ベロシティのロックやシフ

ト、クオンタイズ、シャッフル、ヒューマナイズ（ランダムベロシティ）、ループ⻑、または再⽣スピー

ドなど、レコーディングされた情報を変化させるプロセシングも⾃由⾃在です。 

さらに、モジュラーシンセからのアナログ CV 信号やトリガー信号を受ける事ができるため、ループに対

して、リセット、リトリガー、ベロシティ、トランスポーズを各々モジュレーションする事ができます。

フットペダルを接続することも可能です。 

この中毒性の⾼い Midilooper は、従来のシーケンサーや DAW とは全く異なるアプローチで、今までに

ありそうでなかった形の「⾳楽の表現⽅法」を提⽰しています。 

 

             



Features: 

● 3 つの独⽴したボイス（それぞれ個別の MIDI チャンネルが割り当てが可能） 

● オーバーダブ/ オーバーライト（上書き）モード 

● トランスポーズ（移調）モード 

● オクターブ・トランスポーズ 

● クオンタイズ、ベロシティロック、シャッフル、ヒューマナイズ 

● ループレングス(odd)、タイムストレッチ 

● ミュート、クリア、イレース 

● 1×MIDI ⼊⼒、2×MIDI 出⼒ 

● クロック⼊⼒（アナログクロックまたは TRS MIDI クロック） 

● アナログ・リセット⼊⼒ 

● メトロノーム出⼒ 

● CV ⼊⼒（トランスポーズ、ベロシティ、リトリガー） 

● ペダルコントロール（レコーディング、クリア、ボイス選択） 

● USB 電源 

● アナログクロック⽤の調整可能なディバイダー/マルチプライヤー  

 

 

Technical details 

● USB 電源（USB ケーブルは付属） 

● ⼨法: 125×80×35 mm 

● MIDI-TRS 変換ケーブルは別売 *KORG 互換のものが利⽤できます  



 

 

 

 

 



Setting up 

Midilooper はすべての MIDI チャンネルを解析し、選択したボイスに割り当てられた MIDI チャンネルで

のみ MIDI メッセージを転送します。 A、B、C のボタンでボイスを選択します。  

 



 

Initial Connection 

MIDI を出⼒するキーボードやコントローラーを、Midilooper の MIDI ⼊⼒に接続します。 

Midilooper の MIDI Out を、MIDI を受信するシンセまたはサウンドモジュールに接続します。 

さらに Midilooper の MIDI Out 2 を別のシンセに接続することも可能です。 

USB 電源を Midilooper に接続します 

ヒント︓MIDI 情報を受信している場合は、ディスプレイの最初のドットが点滅します（プレーヤーが停

⽌している場合のみ） 

 

 

 



Set the MIDI channels 

ボタンの組み合わせによって、これらのボタンは⽮印としても機能します。 

REC = UP 

PLAY / STOP = DOWN 

VOICE ボタン A、B、C でボイスを選択します。 ボタンを押してボイス A を選択し、FN + A + UP / 

DOWN を押すと出⼒ MIDI チャンネルを設定できます。 ディスプレイには MIDI チャンネル番号が表⽰

されます。 

シンセの MIDI ⼊⼒チャンネルを同じチャンネルに設定します。 正しく設定されるとキーボードのノー

トを演奏すると、これらのノートがシンセで再⽣されます。 表⽰されない場合は、Midilooper とシンセ

の両⽅の接続、電源、MIDI チャネルの設定を再度確認してください。 

ボイス B と C を設定する場合も同じ⼿順に従います。 

ヒント︓この時点でオクターブ・オフセットをボイスに追加することもできます（各シンセを別のオクタ

ーブで演奏することができます）。そのためには、FN + TRANSPOSE + VOICE + UP / DOWN を押

します 

 

Getting MIDI feedback?  

シンセで MIDI インと MIDI アウトを使⽤する場合に、⼀部のシンセでは MIDI フィードバックが発⽣す

ることがあります。その場合はシンセの MIDI Thru と Local Control を無効にします。これらを実⾏で

きない場合、または実⾏したくない場合は、Midilooper で「MIDI FEEDBACK FILTER」をアクティブ

にできます。 フィードバックしているボイスの MIDI チャンネルを選択しながら、CLEAR ボタンを押

します。 これにより、MIDI フィードバックフィルターがオンになります。つまり、その特定のチャンネ

ルのライブプレイバックを無効にすると、ループした素材のみが再⽣されます。 他の MIDI チャンネル

に変更すると、この機能は初期のオフ状態にリセットされます。 



 

Connect and select your clock source 

Midilooper のクロッキングにはいくつかのオプションがあります。 

FN + PLAY / STOP でクロックソースを選択できます。選択は次の順序でサイクルします。 

１、MIDI ⼊⼒の MIDI クロック（表⽰⽮印がパネル表⽰の MIDI IN の”⽅向”を指した状態） 

２、クロック⼊⼒のアナログクロック（REC LED 点灯）* 

３、クロック⼊⼒の MIDI クロック（REC LED が点滅）-このオプションを使⽤するには、MIDI からミ

ニジャックへのアダプターが必要になります** 

４、タップテンポ（Clear LED 点灯）-FN + CLEAR = TAP で設定されたテンポ 

５、フリーランニング（Clear LED 点滅）-クロックは不要です︕テンポは最初の録⾳の⻑さによって設

定されます（オーディオルーパーと同様）。 

*アナログクロックを使⽤している場合は、DIVIDER を調整することをお勧めします。 



**標準の MIDI コネクタ（5 ピン DIN）から 3.5 mm（⅛インチ）TRS MIDI ジャックアダプタに互換

性のないバージョンが市場に出回っているので注意してください。それらはミニジャック MIDI の標準化

前の期間（2018 年半ば頃）に開発されたものです。本機は midi.org によって指定されたスタンダード

に準拠しています。⼀般には KORG 互換のアダプターです。 

ヒント︓クロックがアクティブかどうかを確認するには、プレーヤーが停⽌している間にディスプレイ上

の 2 番⽬の DOT を監視して確認できます。 

 

Further Connections 

・Metronome Out -ヘッドフォン⽤のメトロノーム出⼒。 

・Reset In -Midilooper を最初のステップに戻します。 

・CVs or Pedals -3 つのジャック⼊⼒は CV ⼊⼒またはペダル⼊⼒として使⽤でき、Midilooper をコン

トロールできます。 

・CV は、1 つ、2 つ、またはすべてのボイスに影響を与えることができます。 

ボイスに対して CV をアクティブにして選択するには、VOICE ボタンを 5 秒間押してから、次のコマン

ドを実⾏します。 

・QUANTIZE ボタン＝リトリガーを有効にします 

・VELOCITY ボタン＝VELOCITY CV を有効にします 

・TRANSPOSE ボタン＝TRANSPOSE CV を有効にします 

特定のジャックで CV を受信するように設定されているボイスがない場合は、ジャックはペダル⼊⼒とし

て機能します。 

・RETRIGGER ⼊⼒＝RECORD ボタンとして機能します 

・VELOCITY ⼊⼒＝CLEAR ボタンとして機能します 

・TRANSPOSE ⼊⼒＝ボイスを循環させます 

ヒント︓サステインタイプのペダルを接続して、レコーディングボタン、クリアボタン、またはボイス選

択をコントロールできます。標準の 6.3mm（¼”）ではなく、アダプターを使⽤して 3.5mm（⅛”）に

する必要があります。⼊⼒は、チップとスリーブ間の接触に応答します。ジャックコネクタのチップとス

リーブの間にボタンの接触を配置することにより、独⾃のペダルを構築することもできます。チップとス

リーブの接触のみを検出しています。 



Looping 

Recording initial loop  

RECORD ボタンを押して録⾳を「待機状態」にします。 録⾳は最初に受信した MIDI ノートから、また

は PLAY / STOP ボタンを押すとすぐに開始されます。 

ループを終了するには、フレーズの最後にある RECORD ボタンをもう⼀度押します。これで LENGTH 

LED が緑⾊に点灯し、ループの⻑さが確⽴されたことを⽰します。 ⻑さはすべての VOICE に対して⾃

動的に確⽴されます。 

各ボイスの⻑さを個別に変更したり、CLEAR 機能を使⽤して録⾳して⻑さを設定できます。  

Overdub / Overwrite  

最初の録⾳が完了したら VOICE を切り替えて別の楽器のループを録⾳するか、同じ VOICE にレイヤー

を追加できます。 

OVERDUB モードで録⾳すると、新しいレイヤーが追加され続けます。 

OVERWRITE(上書きモード)では、最初に録⾳された素材は、少なくとも 1 つのノートが新しく録⾳され

るとすぐに削除されます。 

Erase 

ERASE ボタンは再⽣中にボタンを押している間だけ、記録された情報を削除します。 選択した VOICE

に対して機能します。 

Clearing a loop and making a new one 

選択した⾳声のループをクリアするには、CLEAR ボタンを 1 回押します。 これにより、録⾳されたす

べての素材が削除され、ループの⻑さもリセットされます。このクリア操作は同時に次の録⾳を「準備」

することになります。 

CLEAR ボタンをダブルクリックすると、すべてのボイスがクリアされ、ループの⻑さがリセットされ、

プレーヤーが停⽌して録⾳が待機状態になります。このマクロにより、単⼀のジェスチャーで新しいルー

プに備えて Midilooper を準備できます。 



 

Mute 

CLEAR ボタンを押したまま個々のボイスボタンを押すと、⾳声がミュート/ミュート解除されます。 

 

Pattern selection 

3 つのボイスが録⾳されたループはパターンと呼ばれます。 12 種類のパターンを切り替えるには、

PLAY ボタンを押しながらボイスボタンの 1 つを押して、3 つのパターンのいずれかを選択します。 3

つのパターンで構成される 4 つのグループがあり、異なるパターン・グループにアクセスするには、

PLAY ボタンを押したまま、4 つの⼩さいボタン（LENGTH、QUANTIZE、VELOCITY、

TRANSPOSE）を押します。 



 

Saving patterns 

パターンを保存するには、FN + REC を押します。 

Note: パターンを除く他のすべての設定は⾃動的に保存されます（クロック選択、MIDI チャネルな

ど）。 

 

 

 

 

 

 



 

Modifying the loops 

Length 

ループの⻑さはグローバルに変更できます︓LENGTH + UP / DOWN 

またはボイスごとに変更︓LENGTH + VOICE + UP / DOWN 

ディスプレイにはループの⻑さが表⽰されます（ビート単位）。 低い設定ではポリリズムの設定が可能

になります。 

 

Quantize 

クオンタイズは、記録した素材をグリッドに強制的にスナップします。 QUANTIZE ボタンを 1 回押すだ

けで ON / OFF できます。 

QUANTIZE の量はグローバルに変更できます︓QUANTIZE + UP / DOWN 

またはボイスごとに変更できます︓QUANTIZE + VOICE + UP / DOWN 

ディスプレイ上の数字は、録⾳された素材がクオンタイズされるグリッドのタイプを表します。 



 

Velocity 

VELOCITY を有効にすると、記録されたすべてのノートのベロシティがフィルタリングされ静的な値にな

ります。 

VELOCITY の値はグローバルに変更できます︓VELOCITY + UP / DOWN、 

またはボイスごとに変更できます︓VELOCITY + VOICE + UP / DOWN 

ヒント︓ベロシティを「00」未満にすると、ベロシティの「ノーマル」または「ノーチェンジ」は

「NO」になります。 このように、特定のボイスだけがベロシティによって影響を受けることができま

す。 

 

 



Transpose 

トランスポーズモードでは、録⾳した素材をキーボードからのライブ⼊⼒でトランスポーズできます。ト

ランスポーズモードは、TRANSPOSE ボタンを押すとアクセスされ、いずれかのボイスボタンを押すと終

了します。 

トランスポーズモードの影響を受けるボイスを選択するには、TRANSPOSE を押したままボイスボタン

を押して、ボイスごとのエフェクトを有効/無効にします。 

移調は、ルートノートに相対的に適⽤されます。ルートノートを選択するには、TRANSPOSE ボタンを

押しながら、MIDI ⼊⼒を介して MIDI ノートを演奏します（ルートノートが設定されたことを⽰すため

にディスプレイの DOTS が点灯します）。 

ルートノートが選択されている場合、キーボードでノートを押すと、ルートノートに対して選択されたボ

イスの録⾳された素材がトランスポーズされます。最後に押されたノートは有効なままです。 

トランスポーズモードを終了すると、トランスポーズが削除されますが、ルートノートは記憶されます。 

注︓トランスポーズモードを有効にするには、少なくとも 1 つのボイスをアクティブにし、ルートノート

を選択する必要があります。 

 

Stretch 

ストレッチは、録⾳されたループを半分または 2 倍の速度で再⽣できます。 

ストレッチを変更するには、FN + LENGTH + UP / DOWN を押します。 

すべてのボイスに適⽤されます。 

 

Shuffle 

シャッフルは、スイング効果を実現するために特定の 16 分⾳符にディレイを追加します。 

FN + QUANTIZE + UP / DOWN を押して、シャッフル量を調整します。 

正の値はスイングエフェクトを実現するために、設定されたパーセンテージで 2 番⽬の 16 分⾳符ごとに

ディレイさせます。 負の値は送信されたすべての MIDI メッセージにランダムなタイミングディレイを

それぞれ追加して、より⼈間的なタイミング感を実現します。 

すべてのボイスに適⽤されます。 



Humanize 

Humanize は、演奏された MIDI ノートのベロシティをランダムに変更します。 

FN + VELOCITY + UP / DOWN を実⾏して、ヒューマナイズの適応量を設定します。 

量が多いほど、ランダムに影響を受けるベロシティが⼤きくなります。 

すべてのボイスに適⽤されます。 

Octave 

ボイスに静的なオクターブオフセットを追加することもできます。 各シンセは異なるオクターブで演奏

できますが、パフォーマンスを変更することもできます。 

FN + TRANSPOSE + VOICE + UP / DOWN を実⾏して、ボイスごとのオクターブオフセットを変更

します。 

 

External Control 

Retrigger 

リトリガー⼊⼒は、ノートオフとノートオンを連続した順序で送信し、レガートで演奏された最後のノー

トセットに対して短いノートオンとノートオフを送信することで、エンベロープをリセットします。 こ

れは、リリース後もレガートで演奏されたすべてのノートに適⽤されます。 「レガートで演奏」とは、

あるノートの終わりを別のノートの始まりで重ね続けるか、すべてのノートをリリースするまで、

Midilooper がこれらのすべてのノートをレガートで演奏したことを記憶することを意味します。 簡単に

⾔えば、コードを演奏してリリースしてからリトリガーを適⽤すると、それらのノートがリトリガーされ

ます。 

リトリガーは、1 つ、2 つ、またはすべてのボイスに適⽤できます。 CV ⼊⼒の割り当て⽅法について

は、その他の接続を参照してください。 

Velocity CV 

ベロシティ CV ⼊⼒は、記録されたマテリアルの Velocity 値に追加されます。 これは、ベロシティ機能

と組み合わせて使⽤したり、特定のノートにアクセントを追加するために使⽤したりできます。 

Velocity CV は、1 つ、2 つ、またはすべてのボイスに適⽤できます。割り当て⽅法については、その他

の接続を参照してください 



Transpose CV 

Transpose CV ⼊⼒は、録⾳された素材のノート値に追加されます。 ⼊⼒は Volt/per Oct でスケーリン

グされます。 これは、トランスポーズまたはオクターブ機能と組み合わせて使⽤できます。 

Transpose CV は、1 つ、2 つ、またはすべてのボイスに適⽤できます。 CV ⼊⼒の割り当て⽅法につい

ては、その他の接続を参照してください。 

 

Reset 

リセット⼊⼒により Midilooper のステップを最初のステップに戻します。ただしステップを演奏するの

はクロックソースのクロックとなります。 

 

Divider 

このオプションでは、アナログクロック⼊⼒から⼊⼒テンポをアップスケール/ダウンスケールできま

す。 FN + ERASE + UP / DOWN を押して、デバイダーオプションを変更します。 最も⼀般的なク

ロックは 16 分⾳符ですが、32 分⾳符のように速くなったり、8 分⾳符や 4 分⾳符のようにスローにもで

きます。ディスプレイには選択した番号が表⽰されます。 「01」を選択すると、プレーヤーはアナログ

クロックパルスごとに進⾏します。 不規則なクロックで作業しなくてはならない場合は、このオプショ

ンを使⽤してください。 

 



Note: 

アナログクロックは内部で MIDI クロックにアップスケールされ（24 PPQN =四分⾳符あたりのパルス

数）、DIVIDER の設定は QUANTIZE の動作と他のクロックベースの設定にも影響します。 

詳細については、接続とクロックソースの選択を参照してください。 

 

Pedal control 

The user interface can be controlled by foot pedals. See Further Connections on how to use 

external pedals. 

ユーザーインターフェイスはフットペダルでも制御できます。 外部ペダルの使⽤⽅法については

「external pedals」の項を参照してください。 

Looping CCs and pitch bend 

コントロールチェンジとピッチベンドのメッセージも録⾳してループに追加することができます。 

MIDI ノートと同様に、Midilooper はすべてのチャンネルでこれらを聞いて転送し、そのボイスに割り当

てられたチャンネルでのみ再⽣します。 overdub / overwrite モードは、これらのメッセージには適⽤

されません。 

特定の番号の最初の CC が受信されると、Midilooper は調整されたタイミング記憶し、この CC 番号のル

ープの記録を開始します。 

ループが終了し、ループ内でその番号の最初の CC と同じ位置に来ると、CC の記録を停⽌し、記録され

た値の再⽣を開始します。 

その後、新しく発⽣した CC は最初の CC として機能し、フルループに達するまで録⾳します。 

これはすべての CC 番号に並⾏して適⽤されます（特別な CC を除く︓sustain pedal, all notes off な

ど）。 

ヒント︓PLAY / STOP + CLEAR =選択したボイスの CC のみをクリアします。 

ピッチベンドを録⾳するのロジックは、CC と同じです。 

 

 



Firmware update 

ファームウェアバージョンは、デバイスを起動すると、次の 2 つのフレームでディスプレイに表⽰されま

す。 

F1 と表⽰されている場合は、0.0 をファームウェア 1.0.0 と読みます。 

最新のファームウェアは、https︓//bastl-instruments.github.io/midilooper/にあります。 

ファームウェアを更新するには、次の⼿順に従います。 

・Midilooper を USB 経由でコンピューターに接続する時に、Velocity ボタンを押したままにします 

・ディスプレイにはファームウェア更新モードの場合と同様に「UP」と表⽰され、MIDILOOPER はコン

ピューターの外部 DISC として表⽰されます 

・最新のファームウェアファイル（ファイル名 midilooper_mass_storage.uf2）をダウンロードしま

す。 

・このファイルをコンピューターの MIDILOOPER ディスクにコピーします（成功を確認するために

VelocityLED が点滅し始めます）。 

・コンピューターから MIDILOOPER ディスクを安全に取り外しますが、USB ケーブルは取り外さないで

ください︕ 

・Velocity ボタンを押してファームウェアの更新を開始します（Velocity ボタンの周りの LED が点滅

し、デバイスは新しいファームウェアで起動します-起動時にディスプレイのファームウェアバージョン

を確認してください）。 

 

 

 

 

 

 

 



 

MIDI Implementation chart 

Receives  

On all channels: 

Note On, Note Off 

Pitch Bend 

CC (64=sustain) 

Channel mode messages: 

All Notes Off 

MIDI Real Time Messages: Clock, Start, Stop, Continue 

 

Transmits 

On selected channels: 

Note On, Note Off 

Pitch Bend 

CC 

MIDI Real Time Messages: Clock, Start, Stop, Continue 

MIDI Thru 

MIDI Thru of MIDI Real Time Messages – MIDI クロックがクロックソースとして選択されている場合

のみ。 

 

 

 

 

 

 



Setup Examples 

 

 

 



 

 

 

 



 

SHORT MANUAL:  

デバイスの背⾯にも同内容が印刷されています︕ 

In combination: RECORD = PLAY/STOP = A or B or C = VOICE 

SETUP: 

FN+VOICE+  = MIDI チャンネル設定 

FN+TRANSPOSE+VOICE+  = オクターブ・トランスポーズ（1 つのボイスに対して） 

FN+PLAY/STOP = クロックソースの選択: 

・MIDI CLOCK on MIDI IN ^ 

・ANALOG CLOCK 

・MIDI CLOCK on CLOCK IN 

・TAP TEMPO 

・FREE RUNNING 

HOLD VOICE for 5s = ボイスに影響を与える CV ⼊⼒の選択(VOICE 5 秒押し） 

・QUANTIZE button → RETRIGGER (リトリガー、レガートで演奏された最後のノート) 

・VELOCITY button → VELOCITY (プレイバックされるベロシティに加算) 

・TRANSPOSE button → TRANSPOSE (V/OCT の値にトランスポーズを追加) 

1 つの CV ⼊⼒がどのボイスでもアクティブになっていない場合、その⼊⼒は RECORD、CLEAR、また

は VOICE SELECTION のペダルコントロールとして機能します。 

ループのメイキング: 

1x RECORD 録⾳待機状態 

最初の MIDI NOTE または PLAY / STOP で録⾳を開始 

1x RECORD でループの⻑さ（すべてのボイス）を確⽴し、ループを開始（録⾳はオフになる） 

LENGTH ON (green) = 確⽴されたループの⻑さ 

1x CLEAR = ボイスデータとループ⻑を削除 

2x CLEAR = 全てのボイスを削除 

PLAY/STOP+CLEAR = 1 つのボイスの CC のみを削除 



ループのモディフィケーション: 

LENGTH+  = すべてのボイスの⻑さを設定（ビート数） 

LENGTH+VOICE+  = 1 つのボイスに対する⻑さを設定（ビート数） 

FN+LENGTH+ = すべてのボイスのストレッチ・シーケンス（ダブル/ハーフテンポ） 

1x QUANTIZE = すべてのボイスのクオンタイズをオンまたはオフにする 

QUANTIZE+ = すべてのボイスにクオンタイズを設定する 

QUANTIZE+VOICE+ = 1 つのボイスにクオンタイズを設定する 

FN+QUANTIZE+  = すべてのボイスのシャフル量を設定する 

1x VELOCITY= すべてのボイスに対するベロシティの on/off 

VELOCITY+ = すべてのボイスに対するベロシティ設定 

VELOCITY+VOICE+ =⼀つのボイスに対するベロシティ設定 

FN+VELOCITY+  = すべてのボイスのヒューマナイズ量を設定します（ベロシティのランダ

ムな変化） 

1x TRANSPOSE = ライブトランスポーズモードに⼊ります（VOICE を押すことで終了） 

TRANSPOSE + VOICE = トランスポーズの影響を受けるボイスを選択する 

TRANSPOSE + play MIDI Note = ルートノートを選択 

 


